
平
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
に
つ
い
て

（
上
）

櫻

井

秀

唱
、
舞
踊
ミ
澱
．
會
生
活

二
、
踏
歌
の
盛
嚢
（
上
）

三
、
踏
歌
の
盛
嚢
（
下
）

舞
踊
ビ
肚
會
生
活

　
李
安
朝
の
舞
踊
に
つ
い
て
考
ふ
る
ご
き
は
、
何
も
そ
の

趣
味
が
一
般
民
衆
に
ま
で
も
理
解
せ
ら
れ
た
り
し
こ
ご
を

認
む
る
な
る
べ
し
。

　
星
型
の
圏
内
に
入
る
べ
き
舞
踊
ご
い
へ
こ
も
、
申
流
階

級
の
子
弟
は
殆
ざ
み
な
黙
技
に
撰
す
る
多
少
の
修
養
な
き

は
あ
ら
す
Q
故
に
た
“
興
味
の
み
を
容
受
す
る
程
度
の
そ

れ
な
ら
ば
、
恐
ら
く
す
べ
て
の
庶
人
に
渉
り
て
存
せ
し
な

ら
む
。
さ
れ
ば
中
古
の
舞
樂
を
以
て
民
衆
的
基
礎
を
有
す

　
　
　
第
六
巻
　
　
研
　
究
　
　
畢
姿
覇
に
於
け
る
舞
踊
つ
い
で
・
（
上
）

る
も
の
ご
な
す
も
過
言
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。

　
左
に
二
三
の
實
例
を
あ
ぐ
れ
ば
↓

の
　
西
宮
記
、
七
相
撲

　
　
雁
岬
和
二
年
入
髪
十
⊥
滞
日
有
一
相
撲
事
、
侍
臣
櫨
ず
分
左
右
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
居
南
北
○
中
略
帥
左
胤
聲
次
扱
頭
購
両
人
次
萬
歳
樂

　
　
懲
潔
穂
器
馨
・
暴
輪
台
（
解
騨
齪
、

　
　
　
ヤ
　
む
　
　
あ
り
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
破
濟
時
、
垣
代
又
用
侍
臣
）
○
中
略
次
散
樂
嚇
亡
帝
撒
獄

　
　
辮
屏
玉
（
下
略
）

　
②
　
同
疋
田
、
臨
時
入
、
臨
昨
樂

　
　
康
保
三
年
十
月
七
日
此
日
覧
殿
上
侍
臣
勢
望
○
中
略
・

　
　
　
　
　
　
　
第
四
・
號
　
　
　
五
九
　
（
五
四
五
）



　
　
　
魔
〃
痛
罵
　
　
讃
　
瑳
　
　
尋
要
朝
に
於
け
る
舞
踊
つ
い
て
（
滋
）

　
　
次
奏
蕩
強
腰
鱗
獣
嘘
賑
聖
職
次
奏
延
喜
樂
麟
臥
去
歳
翻
瀬

　
　
籐
鰍
）
色
鯉
蟹
艦
驕
黒
熱
灘
璽
・
継
離
心
綴

　
　
無
難
魏
面
輪
濤
聞
燈
落
胤
、
紹
無
勢
鋤
静

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
聴
催
レ
威
○
中
略
次
奏
倣
手
並
樂
、
催
眺
翻
三
舞
次
太

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
李
樂
翻
漁
民
瓢
姻
鰍
蹴
上
熔
辮
湿
熱
…
蝋
蘇
次
羅
陵
王
脚
鵬
鍬

　
　
概
知
鱗
脚
三
次
納
蘇
利
拠
殆
泓
鍛
獄
舞
応
召
實
資
於
床
子
、

　
　
脱
阿
古
女
衣
賜
之
、
左
大
臣
不
堪
身
侭
趨
舞
（
下
略
）

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
へ

　
憂
等
の
細
謹
に
よ
り
て
知
ら
る
、
如
く
、
當
時
に
於
て

へ
　
　
　
　
　
う
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

・
は
、
雅
樂
の
舞
踊
も
樂
入
の
燭
占
な
ら
ざ
b
し
な
り
。
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
セ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

し
て
右
の
如
き
事
書
は
、
後
世
に
及
ん
で
も
著
し
き
墾
化

リ
　
ヘ
　
へ
　
も
　
ヘ
　
へ

を
來
さ
や
ウ
き
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む

　
　
臨
時
祭
使
高
雅
、
舞
人
四
人
我
子
也
、
是
希
有
事
也

　
　
　
　
（
御
堂
關
臼
記
寛
弘
四
年
十
一
月
静
二
臼
條
）

　
是
等
も
偶
然
の
こ
ご
な
り
と
は
い
へ
、
子
弟
が
み
な
舞

踊
の
技
を
有
せ
し
結
果
な
り
ご
い
ふ
べ
し
。
右
の
如
く
當

代
に
於
け
る
上
、
中
、
流
の
子
弟
が
多
く
敷
養
の
一
部
ご
・

し
て
舞
藝
を
も
修
め
た
お
に
、
赴
會
生
活
の
實
際
的
要
究

　
　
　
　
　
　
　
第
　
四
［
號
　
　
　
　
’
山
畑
（
）
　
〈
五
四
山
ハ
）
　
　
　
　
　
　
’

に
塞
く
ご
こ
ろ
な
し
ご
せ
す
。
郎
ち
仕
官
生
活
の
方
面
よ

り
し
て
見
れ
ば
歌
舞
を
申
3
5
絢
内
容
ビ
す
る
「
踏
歌
」
な
ざ

の
朝
儀
み
り
。
ま
た
各
種
の
痛
事
は
五
節
淵
醇
に
當
て
舞

踊
の
素
養
を
要
す
る
は
言
ふ
を
俊
だ
す
。

　
更
に
臨
時
の
興
遊
な
ざ
に
も
、
そ
の
知
識
を
慮
回
せ
ら

れ
し
こ
と
多
か
り
し
ご
見
え
て
、
九
暦
天
徳
三
年
十
二
月

十
六
疑
條
に
、

　
　
於
殿
上
有
踏
歌
興
、
右
近
中
事
元
輔
朝
臣
謡
言
云
々
、

　
　
飛
通
珍
材
働
輪
云
々
、
件
踏
歌
等
依
去
九
月
天
謹
停
止
、

　
　
而
依
左
大
臣
催
長
坐
被
興
行
云
㌔
時
入
爲
不
吉
云
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

　
本
文
の
趣
は
明
に
當
時
の
踏
歌
が
畢
な
る
形
骸
的
儀
式
，

ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
し
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

に
あ
ら
す
し
て
、
演
者
及
槻
者
の
興
味
を
伴
へ
る
も
の
な

り
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
ヘ
　
　
へ

り
し
を
示
せ
り
◎

　
さ
れ
ば
赴
寺
の
儀
式
な
ご
に
も
踏
歌
の
行
は
れ
し
こ
ご

多
く
隔
恒
例
の
行
事
ε
し
て
》
或
は
臨
時
の
興
遊
ご
し
て

墾
詣
人
士
の
耳
目
を
馨
し
ま
し
め
ぬ
。

　
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
京
師
の
坊
聞
に
於
て
衆
庶
の
行
へ



る
こ
ε
も
多
く
、
延
喜
式
は
得
に
そ
の
禁
制
を
規
制
せ
る

こ
ε
も
人
の
知
る
ど
こ
ろ
な
る
べ
し
。
目
本
紀
略
承
李
二

年
七
月
十
四
日
條
に
、

　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
ム
リ
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　

　
　
入
寂
命
近
臣
踏
歌
、
太
后
臨
覧
、
到
レ
名
題
腺
、

ε
い
ひ
、
天
元
二
年
正
月
廿
七
日
條
に
も
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む

　
　
爾
降
、
天
皇
行
幸
石
清
水
八
幡
宮
、
有
男
踏
歌
之
遊

こ
れ
等
の
事
實
は
み
な
軍
安
朝
の
上
下
が
歌
舞
の
趣
昧
ビ

素
養
ビ
に
勝
れ
π
り
し
結
果
ご
見
ざ
る
べ
か
ら
す
。

．
註

　
　
の
敷
訓
筆
頭
に
よ
れ
ば
興
岡
寺
に
て
は
正
月
十
四
日

　
　
に
そ
の
式
を
行
へ
り
Q
　
（
鹿
島
魔
も
同
日
に
し
て
、

　
　
羅
灘
熟
羅
の
そ
れ
は
＋
百
な
書
す
）

　
　
②
同
書
鷺
士
に
冗
京
都
踏
歌
動
禁
墜
ご
み

　
　
ゆ
。

　
時
代
の
特
性
は
賂
こ
れ
を
違
べ
た
り
。
よ
り
て
以
下
少

し
く
右
の
如
く
世
に
於
け
る
舞
踊
界
の
状
態
を
概
叙
せ
ん

ざ
す
。
而
し
て
こ
の
目
的
の
π
め
に
は
ω
上
代
の
舞
踊
が

　
　
　
第
山
下
巷
　
　
　
研
…
　
究
　
　
　
弔
灘
瓢
覇
に
於
P
り
る
舞
陥
…
つ
い
て
（
上
）

如
何
に
推
移
せ
し
か
②
前
代
奈
良
朝
以
降
そ
の
盛
勢
を
持
，

績
す
る
舞
踊
㈲
新
興
の
民
衆
的
舞
踊
の
三
方
面
よ
り
し
て
．

述
ぶ
る
の
要
あ
り
。
然
か
れ
ざ
も
、
本
編
は
第
二
第
三
の

事
項
に
限
り
、
し
か
も
、
そ
の
聞
に
於
け
る
代
表
的
例
讃

こ
し
て
踏
歌
ご
五
節
舞
及
其
他
一
二
の
そ
れ
に
つ
い
て
謁

す
に
留
れ
り
。
巴
そ
の
す
べ
て
を
説
く
が
如
き
は
小
編
の
任

に
あ
ら
す
。二

　
踏
歌
の
盛
衰
（
上
）

　
踏
歌
の
式
の
徴
す
べ
き
も
の
は
「
内
裏
式
し
上
谷
に
載
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

る
ε
こ
ろ
を
以
て
最
古
ご
な
す
。
直
属
の
制
憲
に
よ
れ
ば

豊
樂
殿
前
に
そ
の
儀
を
行
は
れ
、
早
旦
よ
り
全
日
に
渉
る

の
例
な
b
き
。
か
く
て
「
踏
歌
」
は
タ
ウ
カ
ビ
面
す
る
を
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
恥

ご
し
、
ア
ラ
レ
バ
シ
ソ
ご
い
ふ
が
如
き
は
彼
世
の
俗
警
に

過
ぎ
す
。
内
裏
式
に
は
そ
の
次
第
を
記
し
て
、

　
　
宮
人
踏
歌
、
出
自
青
綺
門
、
五
位
二
人
分
頭
首
前
、
差
．

　
　
進
経
左
近
杖
東
頭
南
進
、
更
西
岡
三
殿
中
胆
心
蓮
、
當

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
六
一
（
五
四
七
）



　
　
　
第
山
山
巻
　
　
　
椰
鱗
　
　
究
　
　
　
平
優
曲
覇
に
於
ゆ
り
ろ
無
窟
醐
つ
い
て
（
上
）

　
　
顯
陽
幽
趣
階
時
、
大
夫
風
穴
七
許
丈
許
北
面
而
立
、

　
　
o
◎
o
o
o
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鰍

　
　
踏
歌
嚢
踏
分
、
即
介
著
堂
座
、
踏
歌
岩
欲
還
起
座
帥

　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
進
、
引
還
黒
蓋
、
上
下
群
運
超
座
七
転
如
常
、
詑
大
藏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
ソ
　
む
　
　
　
　
　
　
ソ
　
む
　
　
　

　
　
省
安
藤
於
殿
庭
○
中
略
所
司
藤
録
献
於
殿
上
、
印
内

　
　
侍
倉
女
史
賜
踏
歌
者
、
各
有
差
、

　
本
文
0
3
趣
は
女
踏
歌
の
駅
に
し
て
、
年
中
行
事
櫓
懇
等

に
よ
り
て
、
我
等
が
知
る
こ
こ
ろ
の
そ
れ
に
比
し
遙
に
大

規
模
の
も
の
な
り
し
を
回
る
べ
し
。

　
降
て
西
宮
記
の
時
代
に
及
べ
ば
式
場
は
紫
震
戦
前
に
定

め
ら
れ
舞
人
の
殿
上
に
登
る
は
爾
儀
の
際
に
限
ら
れ
ぬ
Q

西
宮
記
正
月
下

女
踏
歌
條

　
男
踏
歌
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
そ
の
式
を
徴
す
べ
き
も
の

は
「
離
宮
詑
」
を
書
し
ご
す
Q
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
入
日
を
以

て
式
場
の
設
備
を
命
じ
舞
入
用
の
杖
を
作
進
せ
し
め
、
ま

π
有
力
の
諸
家
に
心
し
當
日
饗
鰻
の
料
を
警
備
す
べ
き
を

命
ず
ρ
右
の
他
に
も
高
由
子
被
綿
等
の
準
備
を
整
ふ
。
か

く
て
式
B
に
先
つ
こ
ご
六
七
臼
、
御
前
に
於
て
歌
頭
以
下

　
　
　
　
　
　
．
第
M
圏
號
　
　
　
　
山
ハ
ご
　
　
（
五
四
八
）

墾
仕
人
員
を
選
定
し
、
そ
れ
牌
の
人
々
は
中
院
。
隔
贋
勧
隙
鮫

障
薩
に
於
て
習
禮
を
試
競
。

π
護

　
當
疑
の
式
に
つ
い
て
は
、
本
書
の
記
す
ご
こ
ろ
左
の
如

し
Q

　
　
晩
景
著
麹
塵
音
響
下
襲
著
座
、
翻
綴
辮
樹
営
内
藏
寮

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　

　
　
被
綿
、
作
物
斯
奉
綿
花
臼
杖
○
中
略
高
峯
論
争
禽
燐

　
　
心
臓
殿
入
○
申
略
出
御
鎌
鶴
繭
乱
麻
鞭
勉
王
卿
依
召
墾

　
王
轟
耀
顎

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ツ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
o
◎
o
o

　
　
歌
入
於
南
殿
西
褒
調
子
、
入
自
暴
華
門
、
列
立
束
庭

　
　
む
　
む
　
　
　
む
む
　
　

　
　
踏
歌
周
旋
三
度
刻
立
御
前
、
言
黒
影
鵬
、
○
欲
略
奏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
既
詞
畢
喚
嚢
持
二
、
嚢
持
霧
唯
進
、
0
中
略
次
奏
此
殿

　
　
む

　
　
曲
斎
座
、
∩
註
略
王
卿
以
下
下
殿
拗
盃
、
購
舵
瀟
・
三
、

　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　

　
　
四
巡
役
吹
調
子
翠
竹
河
曲
、
帥
起
座
刻
立
標
例
、
歌
曲

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
む
　
　
　
　
　
パ
リ
　
　
　
　
り
　
　
り

　
　
若
役
舞
人
已
土
、
蔓
畢
舞
…
進
北
爆
東
亜
南
勢
、
内
侍

　
　
二
人
分
被
綿
、
且
舞
且
還
、
O
中
略
奏
我
家
曲
退
出
、

　
　
自
課
業
戸
向
所
々
、
騰
露
参
御
座
如
初
、
○
中
略
置
酒
p

　
　
鰻
、
此
聞
奏
管
粒
呈
露
、
畢
腺
有
差
、



、

郎
ち
夜
聞
を
通
じ
て
の
儀
な
り
し
を
知
る
。

　
註

　
　
の
本
書
の
注
に
よ
れ
ば
、
青
く
は
更
に
盛
大
な
り
し

　
　
如
く
に
見
ゆ
。
帥
ち
「
延
暦
以
往
踏
歌
詑
縫
殿
寮
賜
榛

　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
献
辞
、
淋
臣
著
藤
衣
、
踏
歌
詑
共
脆
庭
中
、
下
酒
一
杯

　
　
り
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
む
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む

　
　
綿
十
重
、
邸
夕
令
近
臣
孫
引
、
至
干
大
同
年
中
此
笛

　
　
停
磨
、
弘
仁
年
中
更
中
興
」
ε
い
ひ
、
糸
引
及
楷
衣

　
　
を
着
し
て
踏
歌
す
る
こ
ご
な
ざ
壌
せ
ら
れ
し
由
い
へ

　
　
る
に
て
知
ら
る
。

　
　
②
ア
ラ
レ
バ
シ
ソ
ご
訓
む
こ
ご
、
羅
日
太
コ
紀
十
五
述
義

　
　
に
み
え
、
「
私
記
」
を
引
き
て
「
今
俗
日
阿
良
禮
走
、
師

　
　
　
む
　
む
　
む
　
ゆ
　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む
　
　
む

　
　
説
此
歌
曲
之
絡
縫
重
粥
萬
年
阿
良
禮
、
今
烈
日
萬
歳

　
　
む

　
　
樂
、
是
古
語
之
遺
也
」
ご
説
き
だ
れ
ご
、
朝
野
群
載

　
　
に
毒
す
る
踏
数
の
章
曲
に
は
右
の
如
き
句
見
え
す
。

　
　
5
い
た
「
強
ハ
舞
ヤ
ウ
霰
ノ
舞
う
鼎
飛
ガ
．
如
ク
舞
ユ
エ
、
ア
ラ

　
　
レ
漣
レ
ソ
ト
訓
ス
」
ビ
い
へ
る
速
水
氏
の
説
観
鯛
團
耀

　
　
ゆ
な
ご
は
採
る
に
足
ら
ざ
る
べ
し
。
ハ
シ
ジ
は
呪
師

　
　
　
第
》
六
巷
　
　
　
研
旧
　
究
　
　
　
挙
安
朝
に
於
け
ろ
舞
踊
つ
い
て
（
上
）

O

　
　
む

　
’
走
な
ざ
の
「
走
」
の
義
と
均
し
か
ら
む
。

　
　
㈲
ま
た
試
樂
を
も
行
へ
り
し
は
、
臼
本
紀
裏
門
保
元

　
　
年
正
月
十
二
臼
條
に
「
男
踏
歌
試
製
也
」
ご
み
ゆ
。

　
　
の
御
覧
の
席
は
必
ず
し
も
紫
簾
殿
ビ
限
ら
す
。
記
路

　
　
康
保
元
年
正
月
十
七
日
條
に
、
「
於
清
凍
殿
前
御
覧
男

　
　
踊
歌
旨
い
3
。
翫
磯
甥

　
男
踏
歌
は
年
安
朝
の
初
期
に
於
て
し
ば
ら
く
中
絶
せ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
D

こ
ε
あ
り
し
も
、
寛
李
に
及
ん
で
復
興
せ
ら
れ
、
圓
融
帝

の
御
代
に
至
る
ま
で
上
下
の
観
賞
す
る
ゼ
こ
ろ
な
り
き
。

當
時
の
人
々
は
思
へ
ら
く
、
「
踏
歌
者
新
年
之
既
詞
、
累
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む

霧
鐘
美
也
》
歌
碩
勾
玉
摺
旧
里
、
言
吹
以
所
豊
年
」
。
欝
御
府
螂

螺
筆
画
灘
仁
な
り
㌦
さ
れ
ば
歌
入
の
列
に
入
る
も
の

は
い
つ
れ
も
多
大
の
興
味
を
以
て
そ
の
任
を
果
せ
し
者
の

如
し
。
河
海
抄
＋
初
音
所
引
李
部
勲
記
延
長
七
年
の
例
を

見
る
に
、

　
　
　
　
　
　
（
脱
力
）

　
　
踏
歌
入
紐
「
束
し
垂
縷
冠
、
麹
塵
闘
外
耳
、
白
下
襲
、

　
　
著
深
沓
、
紅
白
杖
、
○
巾
略
董
子
二
入
浴
舞
人
渕
、

　
　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
、
六
三
（
五
四
九
）



　
　
　
轄
解
単
二
巻
　
　
　
研
…
　
究
　
　
　
亭
安
遡
に
於
け
る
瓢
艸
踊
つ
い
て
（
上
）

　
　
灘
賄
蛸
購
襯
鵬
胴
序
，
其
装
束
如
舞
入
、
着
花
落
爾
髪
房

　
　
及
著
糸
鮭
、
左
少
賂
行
扶
進
O
中
略
唱
嚢
持
、
二
聾
、

　
　
清
弘
聡
唯
到
綿
慮
、
唱
一
十
百
千
萬
億
等
数
、
云
々

ε
い
ひ
、
歌
頭
は
左
方
左
近
衛
椹
中
黒
伊
衡
右
方
は
右
中

等
實
頼
に
し
て
、
御
前
の
儀
を
了
て
、
中
宮
（
弘
徽
殿
）
飛

　
．
。
，
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

香
舎
、
露
盤
殿
、
東
宮
の
四
ケ
所
に
墾
り
踏
歌
せ
し
を
い

へ
り
◎

　
踏
歌
人
に
封
し
て
は
、
各
所
に
於
て
種
々
の
饗
饒
を
設

け
そ
の
飲
食
を
自
歯
な
ら
し
む
。
九
暦
地
響
承
茜
年

正
月
十
一
日
條
に
、
、

　
　
踏
歌
飯
騨
被
定
之
、
中
宮
飯
、
北
宮
水
、
今
宮
飯
許
、

　
　
左
大
臣
宿
衛
水
、
右
大
面
宿
所
飯
云
々
、

な
ざ
い
へ
る
は
そ
の
一
例
こ
す
べ
し
Q
上
に
述
べ
た
る
ご

こ
ろ
は
式
の
大
概
に
過
ぎ
す
し
て
、
そ
の
演
奏
法
の
委
し

き
こ
ご
な
ざ
は
す
べ
て
明
か
な
ら
す
。
朝
野
群
載
に
は
踏

歌
避
暑
ご
い
ふ
も
の
を
載
せ
π
れ
ざ
、
そ
の
聖
句
は
當
初

よ
り
急
撃
に
至
る
ま
で
同
一
の
も
の
、
み
行
は
れ
し
ご
も

　
　
　
　
　
　
　
第
四
…
騨
鯉
　
　
　
山
ハ
幽
　
　
へ
五
玉
O
）

思
は
れ
ざ
れ
ば
、
た
や
一
例
こ
し
て
見
る
を
要
す
べ
し
。

ま
た
踏
歌
に
際
し
齊
唱
さ
れ
し
も
の
が
書
し
も
唐
機
な
β

唱
詞
の
み
な
ら
ざ
り
し
こ
ご
も
推
測
せ
ら
る
。

　
　
　
躇
歌
章
曲

　
　
尊
属
下
々
々
々
、
義
々
々
、
我
皇
延
酢
億
千
齢
、
萬
春
樂
、

　
　
元
正
慶
痒
年
光
麗
、
萬
春
樂
、
延
暦
休
期
帝
化
昌
、
萬
春
樂
、

　
　
百
辟
陪
鑓
華
握
内
、
天
人
感
呼
、
千
般
作
樂
紫
震
場
、
萬
春

　
　
樂
、
」
我
皇
延
詐
億
千
齢
、
萬
春
色
、
人
質
湛
露
蹄
依
徳
、
萬

　
　
饗
樂
、
日
暖
春
天
仰
載
陽
、
翌
春
樂
、
願
以
佳
辰
掌
樂
事
天

　
　
人
羅
、
千
々
億
歳
講
王
、
萬
叢
、
（
響
患
所
牧
）
、

朱
雀
天
皇
の
朝
に
は
男
踏
歌
の
・
こ
ぞ
見
え
欝
響

舳
蟹
村
上
、
冷
泉
の
御
代
に
は
そ
の
謹
な
け
れ
ざ
、
圓

避
難
の
こ
き
ま
た
史
に
現
は
れ
た
り
。
目
本
紀
略
天
元
二

年
正
月
十
四
鴇
條
に
、

　
　
だ
　
　
む
　
　
　
つ
　
　

　
　
今
夜
男
踏
歌

か
く
記
さ
れ
し
を
絡
こ
し
て
、
以
後
は
そ
の
存
否
を
知

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
べ
か
ら
す
。
想
ふ
に
朝
家
の
財
政
漸
く
傾
き
て
そ
の
徒

ゆ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ヘ
　
　
ヘ

　
　
へ
　
　
も
　
　
も
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

費
に
堪
え
ざ
り
し
に
あ
ら
ざ
る
か
。
脇
讐
餐

　
最
後
の
男
踏
歌
に
つ
い
て
は
、
樹
齢
天
元
六
年
脚
肱
正

・
月
十
四
日
の
そ
れ
を
あ
ぐ
る
を
例
こ
す
。

　
　
．
天
一
兀
山
ハ
年
正
月
∵
†
四
日
有
M
男
踏
一
戸
、
太
政
山
人
臣
｛
二
一
原

　
　
頼
忠
公
、
承
香
殿
軍
庭
、
左
大
臣
源
雅
信
公
、
桂
芳
坊
、
右

　
　
大
臣
藤
原
質
感
公
、
藤
壼
、
大
納
言
爲
光
卿
、
榊
鳴
壷
、
椛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む

　
　
大
納
言
朝
光
卿
、
梨
壷
各
賃
上
首
有
踏
歌
、
今
度
以
後

　
　
む
　
む
　
　
　
む
む
　
　
む

　
　
男
踏
歌
絶
無
レ
之
、
（
河
海
抄
＋
初
音
）

　
果
し
て
本
説
が
確
實
な
る
か
否
か
は
将
來
の
考
究
を
要

す
れ
こ
も
、
予
は
未
だ
反
回
を
知
ら
す
。

　
朝
家
の
踏
歌
既
に
縄
え
て
行
に
及
び
て
も
、
杜
寺
の
儀

燈
に
そ
の
遺
影
を
存
す
る
者
は
頗
ぶ
る
多
か
り
し
こ
ε
諸

書
の
告
ぐ
る
ε
こ
ろ
な
b
o

　
註

　
　
ω
年
申
行
事
抄
正
月
男
踏
歌
條
所
引
、
廣
相
卿
傳
に

　
　
「
仁
和
五
年
蒙
勅
造
撰
踏
歌
記
一
懇
し
、
ご
い
ひ
、
ま

　
　
た
「
仁
壽
以
後
四
代
中
絶
不
行
、
今
年
尋
承
和
山
風

　
　
　
第
六
巷
　
　
研
　
究
　
　
亭
安
朝
に
於
け
る
舞
踊
つ
い
て
（
上
）

無
難
之
L
句
み
ゆ
。

働
こ
れ
を
要
す
る
に
踏
歌
は
震
圭
を
親
ひ
庶
民
の
幸

を
希
ふ
の
意
を
寓
す
る
歌
聖
を
俘
へ
る
行
…
根
無
卿
曲
な

り
ビ
い
ふ
を
導
べ
し
。

㈲
西
宮
轟
聾
の
頭
書
に
よ
れ
ば
、
延
喜
＋
年
に
’

は
膚
侍
及
一
親
王
の
宿
所
に
墾
れ
る
辛
い
ひ
、
十
三

年
に
は
東
宮
息
研
、
爾
侍
、
朝
曇
殿
御
息
所
、
克
明

親
王
、
及
東
宮
に
墾
入
せ
し
こ
ご
河
海
抄
＋
初
音
に

引
け
る
踏
歌
記
に
み
え
た
り
Q

三
　
踏
歌
の
盛
衰
（
下
）

　
男
踏
歌
ご
並
ん
で
、
李
安
の
宮
廷
に
於
け
る
正
月
歳
事

の
花
な
り
し
も
の
は
女
踏
歌
な
り
ビ
す
。

　
前
者
の
十
四
日
を
定
臼
ε
す
る
に
樹
し
、
こ
れ
は
十
六

日
に
行
は
る
、
の
例
に
し
て
、
廟
堂
の
貴
人
は
多
大
の
威

興
を
以
て
そ
の
式
に
臨
み
し
こ
ε
知
ら
れ
π
）
。
菅
公
の

詩
に
い
は
く

　
　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
　
山
ハ
五
　
　
（
五
五
輔
）



正七
月六
十巻
六

田研
尉

官究
妓

賜挙
歌翁

　暴
　C61

　欝
　2．

　天
　占

も
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

か
く
の
如
き
理
想
を
懐
い
て
地
方
に
赴
任
せ
し
も
の
輩
に

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
も

公
の
み
に
あ
ら
ざ
る
べ
し
。

　
當
日
栄
演
の
妓
女
は
内
敷
坊
の
そ
れ
を
中
心
こ
し
、
女

、
藏
人
四
人
及
中
宮
東
宮
妓
女
各
二
人
等
の
蜜
帯
す
る
あ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

て
こ
の
数
四
十
人
に
及
ぶ
。
睡
れ
こ
も
、
右
の
員
数
は
時

代
に
よ
り
沿
革
少
な
か
ら
ざ
る
は
こ
れ
を
想
像
し
得
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

江
戸
時
代
に
於
て
は
僅
に
二
人
に
過
ぎ
ざ
り
し
こ
ご
夙
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
℃

先
人
の
傳
へ
し
ご
こ
ろ
な
b
。

　
妓
女
の
演
ず
る
こ
こ
ろ
は
齊
唱
を
俘
へ
る
行
…
進
舞
曲
に

し
て
指
揮
者
の
下
に
こ
れ
を
行
ふ
。
年
申
行
事
絡
懇
踏
歌

條
を
閲
す
る
に
、
妓
女
十
一
名
ε
尊
報
外
に
侍
立
し
て
そ

の
行
動
を
…
幌
露
恥
す
る
二
女
を
描
出
　
せ
る
を
見
て
。
こ
れ
即

皇
居
在
北
澗
天
仁

　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
む
　
　
パ
リ

此
立
錐
同
郷
月
色
○
甲
略

む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む

歌
昇
平
聞
便
臥
夕

陽
々
折
損
外
衣
襟

、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

遣
意
宮
人
整
玉
響

　
　
む
　
む
　
む
む
　
　
　
む

舞
非
難
夢
難
行
見

毎
鳩
佳
辰
公
宴
臼

（
菅
家
文
草
四
）

、
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、
　
　
、

　
　
　
　
　
　
　
静
學
叢
説
　
　
　
　
山
ハ
口
争
　
（
王
五
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鉛

ち
妓
女
の
師
に
し
て
、
當
日
の
「
後
車
役
」
な
り
ε
す
。

か
く
て
前
文
に
も
述
．
べ
し
如
く
行
進
曲
に
墾
加
す
る
妓
女

の
員
数
漸
次
減
少
せ
し
こ
ご
は
事
縦
な
れ
ざ
も
、
そ
の
傾

向
が
い
つ
れ
の
時
に
起
り
し
か
は
未
だ
詳
な
ら
す
。
想
ふ

　
　
　
　
　
　
の

に
、
天
暦
九
年
一
度
女
踏
歌
を
停
止
せ
ら
れ
、
安
和
二
年

に
及
び
復
興
せ
ら
る
。
驚
動
同
年
正
月
＋
六
要
踏
歌

の
こ
ご
は
口
本
紀
略
に
み
ゆ
。
當
蒔
朝
家
の
朝
政
著
し
く

・
困
難
を
掴
へ
來
れ
り
し
を
以
て
見
れ
ば
、
第
一
次
の
舞
妓

選
挙
は
こ
の
比
に
於
て
行
は
れ
し
も
の
ビ
考
へ
ら
る
。

　
式
の
次
第
は
西
宮
記
戴
灘
江
家
次
第
藩
等
に
出
で

そ
の
作
法
は
男
踏
歌
の
如
く
復
雅
な
ら
ざ
り
し
に
似
た
り

大
要
を
い
へ
ば
、
當
臼
南
殿
に
御
し
、
賜
宴
酎
な
る
の
ε

き
坊
家
の
奏
あ
り
。
そ
の
出
れ
る
ご
き
大
夫
二
入
舷
欝
に

先
導
せ
ら
れ
て
舞
妓
出
　
比
す
。

　
　
天
皇
渡
御
南
殿
○
中
略
舞
妓
掲
0
中
略
當
校
書
殿
南

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
む

　
　
端
東
折
、
　
病
躯
湛
分
進
南
、
動
画
北
作
大
輪
右
廻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
む

　
　
0
中
略
留
稜
書
殿
束
庭
、
東
向
立
唱
歌
了
、
退
入
墾



　
　
三
宮
云
聖
　
　
　
　
（
江
家
次
第
憲
三
）

　
「
唱
歌
」
は
郎
ち
踏
歌
の
章
曲
を
齊
唱
す
る
こ
ご
に
し

て
、
そ
の
僻
句
は
時
に
浩
革
あ
る
な
ら
ん
も
、
朝
野
群
載

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

警
舘
所
敗
「
女
踏
歌
章
曲
」
に
よ
弓
大
要
を
知
り
喜
べ
し
。

　
　
　
女
踏
歌
章
曲
七
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
萬
下
同
ジ
）

　
　
㎜
脚
々
聖
｛
士
山
億
千
齢
、
千
春
樂
、
本
塩
事
鰯
漏
爲
唯
賞
豫
、
泥
々
々
一

　
　
咽
厩
海
獣
端
転
任
燕
榔
賢
．
、
轟
々
々
、
綱
藤
仰
刑
糟
…
咽
湿
千
＋
口
、
天
人
感

　
　
呼
、
治
定
諾
成
太
卒
年
、
千
弄
樂
、
L

　
　
明
々
舌
早
億
千
齢
、
土
嚢
樂
、
箆
鷺
潜
及
三
泉
下
、
ゲ
々
々
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
紐
イ
）

　
　
厚
徳
…
戦
…
荒
ム
ハ
八
η
中
、
三
々
々
、
置
戸
要
望
丁
々
榊
撒
服
、
天
人
感
、

　
　
乎
・
Q
一
句

　
　
琵
脱
力

　
　
明
々
聖
主
億
千
齢
、
千
春
樂
、
上
月
紹
光
早
撃
悲
、
、
々
々
、

　
　
階
晶
剛
細
草
甜
厭
初
新
、
な
々
々
、
南
占
田
雪
釜
藩
峰
遠
、
天
人
感

　
　
呼
、
北
閾
寄
生
瑞
雲
淳
、
千
蓉
樂
じ

　
　
明
々
睾
攣
齢
、
黍
樂
君
王
僥
轟
曲
譜
．
、
、
、

　
　
春
口
芳
葬
遣
興
催
、
々
，
々
、
曉
光
偏
着
青
櫻
梛
、
天
上
感

　
　
呼
、
寒
色
金
舞
玉
膚
梅
、
・
、
点
々
、
　
自
此
以
下
爲
破
、

　
　
　
帖
罪
山
ハ
巷
　
　
　
研
　
　
究
　
　
　
亭
｛
女
細
判
に
於
P
り
ろ
舞
藩
闘
欝
伽
い
て
（
上
）

　
　
明
々
聖
主
億
千
齢
、
千
春
樂
，
宮
女
春
眼
常
蠣
超
、
門
々
々
，

　
　
瀦
鵬
催
申
・
傭
防
絵
塵
溜
、
野
々
・
々
、
古
調
縣
嵐
轟
凹
恨
僻
備
新
興
慷
、
天
人
感

　
　
　
（
穀
イ
）

　
　
呼
、
霧
殿
駅
留
色
不
輕
、
盈
主
億
千
齢
、

　
　
明
々
聖
主
億
千
齢
、
千
曳
樂
、
漁
歌
清
艶
傳
金
屋
、
黒
々
々
、

　
　
双
踊
佳
聲
緯
玉
堂
、
々
々
々
、
借
三
曲
中
何
事
有
、
天
人
感

　
　
呼
、
仙
齢
延
稚
甲
與
天
長
、
樂
主
億
千
齢
，

　
　
早
年
愛
光
華
、
千
券
樂
、
藩
遊
不
知
厭
、
欝
欝
未
顔
、
猫
恨

　
　
　
　
　
　
　
　
（
不
イ
）

　
　
紹
光
短
、
彿
梱
未
欲
還
、
聖
識
億
千
齢
、
以
霜
曇
急

　
踏
歌
の
行
は
る
、
は
晩
景
以
降
な
る
こ
ビ
、
古
く
よ
り

　
　
　
　
り

の
例
に
し
て
、
必
ず
し
も
公
事
事
情
の
結
果
ε
す
べ
か
ら

す
。
江
家
次
第
蜷
卜
内
辮
細
記
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
む
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
む
　
　
む

　
　
踏
歌
日
多
及
晩
景
参
。
是
依
月
明
庭
、
入
踏
歌
故
也
、

　
　
麗
々

な
ご
い
へ
る
も
そ
の
理
歯
の
一
端
を
洩
せ
し
な
ら
む
Q
更
．

に
二
三
の
實
例
を
見
れ
ば
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
　
む

　
　
主
上
依
御
物
忌
不
出
御
、
伍
垂
御
簾
．
○
中
略
踏
歌

　
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
月
光
朗
明
、
妓
女
三
雲
踏
歌
、
宮
入
退
入
後
、
諸
卿

　
　
　
　
　
　
　
第
四
擁
聯
　
　
　
　
山
ハ
七
　
　
（
五
五
三
）



　
　
　
第
六
巷
　
　
研
　
究
　
　
華
安
刺
に
於
け
る
舞
㎜
螺
就
い
て
（
上
）

　
　
垣
下
。
（
万
博
魚
燈
辮
芳
）

　
　
む
　
む
　
む
　
ぐ
　
　
　
　
　
　
　
む
　
り

　
　
晩
愚
出
御
、
飾
會
如
常
、
但
錐
掃
庭
雪
、
男
工
万
態
、

　
　
勿
舞
妓
等
於
殿
南
桑
舞
、
三
思
畢
引
退
出
。
　
（
左
経

　
　
子
壷
能
寒
月
）

　
後
文
の
趣
に
よ
れ
ば
、
斑
斑
舞
妓
の
数
古
墨
に
比
し
著

し
く
減
少
し
居
た
う
し
を
想
は
し
む
。
ま
た
唱
歌
の
風
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
組
以
降
は
絶
え
て
行
は
れ
ざ
り
し
が
蜘
し
・

　
註

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
ω
　
江
次
第
巻
三
踏
歌
條
に
、
「
舞
妓
出
難
物
園
圃
研
鰍

　
　
緬
翻
羅
浦
編
の
句
み
ゆ
。
し
か
れ
ざ
も
現
奪
る

　
　
こ
こ
ろ
の
西
宮
記
及
西
宮
抄
に
は
本
書
に
引
用
す
る

　
　
が
如
き
員
数
見
え
す
。
想
ふ
に
異
本
あ
り
し
な
ら
む

　
　
②
年
由
丁
行
巾
畢
故
出
万
考
巷
二
、
蕉
月
∵
†
ム
ハ
田
浦
に
、
「
麟
ホ

　
　
中
に
て
舞
妓
二
人
騰
情
好
繁
勾
こ
れ
を
勤
む
…
…

　
　
其
形
ば
か
り
な
り
」
ご
み
ゆ
。

　
　
⑳
・
れ
に
つ
い
て
は
、
三
次
鐘
二
、
灘
錨
に
見

　
　
え
し
記
事
を
塞
考
す
べ
し
。

　
　
　
　
　
第
四
號
　
　
　
六
八
　
（
五
五
囚
）

㈲
億
后
藤
原
稔
子
の
忌
辰
正
月
四
日
に
當
る
を
以
て

停
聾
し
せ
ら
れ
し
な
り
Q
本
朝
文
弊
巷
西
天
暦
九
年
・

十
二
月
二
十
五
口
の
大
政
官
奏
欝
詑
を
載
せ
、
そ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
r
H
マ
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
む

文
に
「
正
月
元
日
、
七
購
笛
會
依
奮
不
改
、
　
十
六
鑓

む
　
む
　
む
　
む
つ
　
　

踏
歌
依
詔
停
止
、
十
七
窺
射
禮
蟻
聚
下
行
」
こ
ご
を

講
ふ
由
見
え
た
9
、
（
朱
握
天
皇
の
朝
に
は
前
代
后
宮

の
忌
月
な
る
に
も
係
ら
す
行
は
れ
し
こ
ε
、
日
本
紀

略
繰
譲
㎜
癬
籔
切
に
見
ゆ
。
）

齢廉

p
大
洋
延
齢
一
戦
年
正
目
μ
十
山
ハ
獄
條
に
牧
め
た
る
先
．

例
に
よ
れ
ば
天
慶
元
年
の
そ
れ
は
「
自
明
二
筆
墨
戌

一
環
月
御
ご
に
遇
へ
り
ご
伽
帯
す
O
↓
ま
た
一
牌
記
・
氷
保
一
兀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　

年
正
月
十
山
ハ
ロ
ー
條
に
も
、
【
，
台
南
一
計
墾
－
四
…
：
・
次
踏
…
敬
・

女
等
廻
庭
退
畢
」
な
ざ
見
え
た
り
。

㈹
鎌
倉
以
降
の
こ
ε
は
別
篇
に
述
ぷ
べ
し
。


